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ずぶぬれになったこと        藤井たか子
にわで,ボー ルを受けるれんしゅうをしてあそんでいると,いき
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作文の持つ長所 。短所の具体的な指摘 とともに,書き手の児童に対する共感・語 りかけが記され
ている。
また,文末に添えられている評語は,次のようなものである。








テス ト     藤永なるみ











































































































































































ゆみちゃんと はなのところをみると あながあいとった。わたしが あのうしだったら ない
68        菅原稔 :黒藪豊子氏の作文 (綴り方)教育実践について
とうだろうな。つのが はえようとこも くくっとったった。うし いたいだろうな♂)














10月22日  かじ   うめむらあやこ
かじがいきました。おおぜいひとがいきました。
はようにいきました。おおぜいがいきました♂)










































































































































































7),文集「 ことり」第 1号 54ペ
ー
3),  同   上    55ペ
つ),文集「どじょっこ」第1号 即へ～21ペ
10),  同   上     22ペ
■),文集「あかいほうぺ」第1号 鶴床
12),  同   上      17ポ
13),  向   上     'あとがき」 82ベ
14),文集「あかいほつぺ」第2号 3ペ
15),  同   上      10ペ
16).,  同   上      「おとうさんおかあさんへ」 11ペ
17),  同   上      44ペ
18),  同   上      75ぺ～ 6ペ
19),文集「ことり」第1号(昭,9,3114) 3ペ
20),  同   上      21ペ
21).,束集「えんぴつ」第2号(昭47・12・27) 20ペ
22),文集「あかいほぅぺ」第2号 4ペ
23),  同   上      8ペ
24),  同   上      Bペ
25).文集「あかいほっべ」第3号 41ペ
20,  同     上     71体
27),  同    上     42ペ
28),   同    上     42ペ
29),  同    上     92ぺ～93ペ
30).文集「えんぴつ」第3号 41ペ
3.1),文集「とんぼの日」第1号 88ペ
(付記〉
本研究にあたりぅ広島大学教育学部国語教育研究室には,貴重な資料をぉ貸しいただき,数々
′ のご配慮をたまわった。また,黒藪豊子氏には,直接お話をいただき,ご助力をいただいた。
記して深ぐ感謝の意を表したい。側子58・4・2露D
(昭和58年4月,0日受理)
